
私たちの目は、相手を見るときは欠点

ばかりを、自分を見るときはいいところ

ばかりが見えるようにできているような

のですね。

仏性を拝むとは、それとは逆に、相手

の欠点は目に入れず、美点だけを

一つでも見つけようとする見方といえ

ましょう。

仏性とは、完全無欠であることではなく、

仏になる可能性を秘めているという

ことです。

その仏性の芽を見つけて大事に育て

上げていくと、大きく成長した芽が殻を

破って仏性全体が見事に輝き出して

くるのです。

（「開祖随感」２２頁）


